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戦
後
植
林
し
た
人
工
林
資
源
が
段
階

的
に
伐
期
を
迎
え
て
い
る
も
の
の
、
路

網
整
備
や
集
約
化
の
遅
れ
か
ら
生
産
性

が
低
く
、
材
価
が
低
迷
す
る
な
ど
、
森

林
所
有
者
の
林
業
へ
の
関
心
は
低
下
し

て
い
ま
す

　

一
方
、
世
界
的
な
木
材
の
需
要
の
増

加
、
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
動
き
な
ど

を
背
景
に
、
木
材
利
用
の
拡
大
に
対
す

る
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
は
、
国
に
お
い
て
今

後
10
年
間
を
目
途
に
、
路
網
の
整
備
、

森
林
施
業
の
集
約
化
及
び
人
材
育
成
を

軸
と
し
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業

経
営
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
木
材
の
安
定
供
給
と
利
用
に
必
要

な
体
制
を
構
築
し
、
森
林
・
林
業
を
早

急
に
再
生
し
て
い
く
た
め
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

同
プ
ラ
ン
は
①
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
持
続
的
発
揮
②
林
業
・
木
材

産
業
の
地
域
資
源
創
造
型
産
業
へ
の
再

生
③
木
材
利
用
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡

大
に
よ
る
森
林
・
林
業
の
低
炭
素
社
会

へ
の
貢
献
の
3
つ
の
基
本
理
念
の
下
、

木
材
等
の
森
林
資
源
を
最
大
限
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
雇
用
・
環
境
に
も
貢
献
す
る

よ
う
、
我
が
国
の
社
会
構
造
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
へ
転
換
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
23
％
に
あ

る
自
給
率
を
10
年
後
に
50
％
以
上
を
目

指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　

本
プ
ラ
ン
の
進
捗
に
関
わ
り
「
た
だ

ち
に
取
り
組
む
べ
き
項
目
」
と　
「
平

成
22
年
度
中
に
制
度
的
な
検
討
」
を
行

う
も
の
と
を
仕
分
け
し
段
階
的
に
プ
ラ

ン
の
進
捗
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
（
左

図
参
照
）。

　

さ
ら
に
、
推
進
体
制
と
し
て
農
林
水

産
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
森
林
・
林

業
再
生
プ
ラ
ン
推
進
本
部
」
を
設
置
。

ま
た
推
進
本
部
の
下
に
、「
森
林
・
林

業
基
本
政
策
検
討
委
員
会
」「
路
網
・

作
業
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
」
な
ど
、

5
つ
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検
討
結

果
を
適
宜
推
進
本
部
に
報
告
す
る
こ
と

で
本
プ
ラ
ン
を
着
実
に
推
進
す
る
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
森
林
組
合
と
し
て
も
本
「
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
検
討
状
況

を
注
視
し
つ
つ
、
現
在
、
進
め
て
い
る

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
を

活
用
し
、
お
お
さ
か
の
森
林
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
と
組
合
員
へ
の
利
益
還
元

の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

路網の作成
オペレーターなどの育成

集約化・搬出間伐に
向けた予算の集中化

集約化を進めるための
人材育成

計画的な施業と適切な
森林管理への誘導、
安定的な木材供給に確保

「日本版フォレスター制度」
の創設

提案力向上強化などによる
森林組合の改革と
民間事業体の育成強化

管理放棄地に対する
セーフティネット体制
（公的森林整備）の確立

路網整備の徹底

国産材の推進 公共施設への
木材利用の推進

バイオマス
利用の促進 新規需要の開拓

低コストで壊れにくい
路網の普及

木材の安定供給体制を構築し、儲かる林業を実現
ただちに取り組みを開始 平成22年度中に制度的な検討

　
「
治
山
事
業
」
は
治
山
ダ
ム
や
森
林

整
備
に
よ
り
、
良
好
な
森
林
を
維
持
す

る
こ
と
で
山
地
に
起
因
す
る
自
然
災
害

を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。

　

か
つ
て
大
阪
の
森
林
は
、
薪
炭
の
供

給
や
戦
中
戦
後
の
過
度
な
伐
採
に
よ
り

荒
廃
し
、
木
の

な
い
山
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

み
ど
り
を
失
っ

た
山
か
ら
は
土

砂
が
流
出
し
土

石
流
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ

り
、
尊
い
人
命

や
財
産
が
失
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
対
策
と
し

て
山
に
木
を
植

え
、
谷
に
堆
積

し
た
土
砂
を
治

山
ダ
ム
で
固
定

す
る
な
ど
治
山

事
業
を
実
施
し
た
結
果
、
現
在
で
は
森

林
が
再
生
さ
れ
、
大
規
模
な
土
石
流
な

ど
の
発
生
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
府
内
で
は
依
然
と
し
て
梅

雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
や
台
風
等
に
よ
り

毎
年
の
よ
う
に
山
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災

害
が
起
き
て
い
ま
す
。
大
阪
府
で
は
災

害
の
復
旧
や
、
災
害
か
ら
人
命
や
家
屋

な
ど
の
財
産
を
守
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業

災
害
の
発
生
し
た
森
林
に
治
山
ダ
ム
や

山
腹
工
事
を
行
い
被
災
箇
所
を
復
旧
し

ま
す
。

災
害
予
防
事
業

災
害
の
発
生
が
あ
る
荒
廃
森
林
で
、
治

山
ダ
ム
の
設
置
や
、
森
林
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。

森
林
整
備
事
業

荒
廃
し
た
森
林
に
お
い
て
、
森
林
整
備

を
実
施
し
、
森
林
の
持
つ
水
源
か
ん
養

な
ど
の
機
能
を
高
め
、
災
害
を
未
然
に

防
ぎ
ま
す
。

　

木
材
価
格
の
低
迷
や
林
業
従
事
者
の

高
齢
化
な
ど
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
明
る
い
話
題
が
乏
し
い
中

で
、
さ
ら
に
日
本
の
林
業
を
脅
か
す
事

件
が
西
日
本
を
中
心
と
し
た
各
地
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

某
県
で
は
一
昨
年
の
冬
、
外
国
企
業

関
係
者
が
町
役
場
を
訪
れ
、
ダ
ム
湖
上

流
の
水
源
地
で
あ
る
１
，０
０
０
ha
の

森
林
を
購
入
し
た
い
の
で
、
そ
の
仲
介

を
町
役
場
に
依
頼
し
ま
し
た
。
町
役
場

と
し
て
は
「
水
源
地
な
の
で
開
発
し
な

い
で
ほ
し
い
」
と
伝
え
る
と
、
そ
の
後
、

連
絡
が
途
絶
え
た
そ
う
で
す
。

　

類
似
の
事
例
は
他
県
で
も
発
生
し
て

お
り
、
水
源
地
を
大
規
模
に
買
収
し
よ

う
と
す
る
動
き
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
の
森
林
資
源
や
水
資
源
を

ビ
ジ
ネ
ス
の
対
象
と
し
て
捉
え
て
い
る

外
国
企
業
が
森
林
を
購
入
し
た
場
合
、

「
国
内
の
森
林
資
源
や
水
資
源
管
理
が

困
難
に
な
り
、
国
土
保
全
に
大
き
な
影

コ
ン
ク
リ
ー
ト
社
会
か
ら
木
の
社
会
へ

木
材
自
給
率
50
％
、低
炭
素
社
会
の
実
現

〜
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
〜

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
」
と

指
摘
す
る
有
識
者
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
深
刻
に
受
け
止

め
、
林
野
庁
で
は
都
道
府
県
を
通
じ
て

外
国
資
本
の
森
林
買
収
に
関
し
て
情
報

の
収
集
・
報
告
体
制
の
強
化
を
図
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
森
林
は
先
人
の
手
で
植
え
育

て
ら
れ
て
き
た
、
か
け
が
え
の
な
い
資

源
で
あ
り
、
今
を
生
き
る
我
々
の
手
で

後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
責
務
を
負
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
が
、
こ
の
よ
う
な
情

報
を
得
ら
れ
た
時
は
、
森
林
組
合
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

治
山
事
業
を
実
施
す
る
に
は

●
事
業
は
大
阪
府
が
実
施
し
ま
す
。

●�

事
業
を
実
施
す
る
森
林
は
保
安
林
の

指
定
が
必
要
で
す
。

●�

事
業
の
実
施
に
か
か
る
負
担
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。

治山事業に関するお問い合わせ先

各農と緑の総合事務所緑地整備課
（北　部） 三島府民センター内 

072-627-1121（代）
（中　部） 中河内府民センター内 

072-994-1515（代）
（南河内） 南河内府民センター内 

0721-25-1131（代）
（泉　州） 泉南府民センター内 

072-439-3601（代）

外国企業による
森林買収に関する
情報の収集について 山

地
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

﹁
治
山
事
業
﹂

大阪府から
のお知らせ

植林作業（泉南） 昭和初期の山（泉南）

災害復旧事業

災害予防事業

森林整備事業

➡

➡

➡

この美しい森林を次代につなげるために
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　当組合では大阪府や市町村に対し、公共事
業における府内産木材の利用をお願いしてい
ます。
　大阪府としても公共事業での府内産木材利用
を推進していただいているものの、需給時期の
ズレから特に皮むき作業等が困難を極め、場合
により供給できないというケースもあります。
　つきましては、組合員の皆様で皮むき丸太を備蓄していただき、組合が
それを買い上げる下記のようなシステムを構築して 1 本でも多くの府内産
木材供給を実現させたく、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

価格表

種別 等級 仕上り 用途
規格（mm） 組合員様特別

価格（1枚当り）長 巾 厚

桧 １等
（節有）

・KD（人工乾燥）
・本実モルダー仕上
・抜節埋木補修

フロアー
壁材 4,000 働巾

90 15
通常 2,830 円を

2,250 円

杉 上小節
（ほぼ節無）

・KD（人工乾燥）
・本実モルダー仕上

フロアー
壁材 4,000 働巾

105 15
通常 3,150 円を

2,520 円

杉 １等
（節有）

・KD（人工乾燥）
・本実モルダー仕上
・抜節埋木補修

フロアー
壁材 4,000 働巾

115 15
通常 2,200 円を

1,760 円

杉 １等
（節有）

・KD（人工乾燥）
・本実モルダー仕上
・抜節埋木補修

フロアー 4,000 働巾
 175 30

通常 4,270 円を

3,410 円
※運搬費無料、消費税込み。
※特別価格につき 10 月末までのご注文とさせていただきます。
※�ご提供に当りましては加工詳細の打合せをさせていただきます。

　

昨
年
よ
り
取
り
扱
い
を
開
始
し
て
い

る
「
長
期
優
良
住
宅
」
に
つ
い
て
、
住

宅
メ
ー
カ
ー
が
取
り
組
み
を
開
始
す
る

な
ど
、
今
後
、
ま
す
ま
す
裾
野
の
広
が

り
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

当
組
合
で
も
様
々
な
媒
体
に
よ
る
情

報
発
信
や
営
業
活
動
の
結
果
、
1
件
の

成
約
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
本
年
2
月

に
住
宅
の
引
き
渡
し
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
渡
し
前
に
施
主
様
の
ご
好
意
に

よ
り
見
学
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
、
寒
さ

厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
2
日

地
域
産
木
材
を
使
っ
た

長
期
優
良
住
宅
へ
の
取
り
組
み

〜
地
域
資
源
活
用
型
対
象
住
宅
で
さ
ら
に
有
利
に
〜

皮むき丸太買取ります！
備蓄できる方募集します

【地域資源活用型対象住宅】
所管行政庁による長期優良住宅建築などの計画の認定を受けた住宅に加え、産地証明（都
道府県認証または森林認証、合法性木材のうちいずれか）がなされた木材を構造材（柱・梁・
桁・土台）の過半に使用している住宅を対象とする。

間
で
21
組
51
名
の
お
客
様
に
お
越
し
い

た
だ
く
な
ど
、
盛
況
な
見
学
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
も
、
こ

れ
か
ら
家
づ
く
り
を
検
討
さ
れ
る
方
、

森
林
組
合
の
家
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
き
今
回
が
３
回
目
の
見
学
会

と
い
う
方
、
ま
た
遠
く
和
歌
山
県
か
ら

来
場
さ
れ
た
方
な
ど
、
様
々
で
し
た
。

　

さ
て
お
客
様
が
お
住
ま
い
に
な
り

3
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
快
適
な

住
ま
い
で
あ
る
と
の
喜
び
の
お
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
木
材
の
産
地
証
明
が
な
さ
れ
て

い
る
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
を
対
象
に

「
地
域
資
源
活
用
型
対
象
住
宅
」
と
い

う
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
通
常
の
長
期
優
良
住
宅
の
助

成
金
に
加
え
20
万
円
上
乗
せ
さ
れ
て

１
２
０
万
円
に
な
る
な
ど
、国
産
材
は
も

と
よ
り
地
域
産
材
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
当
組
合
で
も
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

長期優良住宅助成金 地域資源活用型住宅

100万円 120万円20万円
＋ ＝

助成金合計

上記助成金に加え、税制優遇や住宅ローン減税が受けられます

松原市Ｎ様邸
今年の 1 月に竣工し、初
めての冬を過ごしました。
以前は毎年、結露に悩ま
されていましたが、新し
い家は結露もなく、非常
に快適に過ごせました。
やっぱり高気密・高断熱
の家ってすごいですね。
蓄熱暖房機で全室 18℃以
上に保たれているので、
朝起きるのも苦になりま
せん。

○皮むき丸太備蓄供給方法
　皮むき丸太の出荷可能時期と備蓄可能数量（見込）をお知らせください。
　受注状況にあわせ、買取りさせていただきます。

1.皮むき丸太規格（スギ・ヒノキ）
末口 9 cm（8 〜 10cm）　長さ 1.5m 〜 2m
末口 11cm（10 〜 12cm）　長さ 1.5m 〜 2m
その他の規格は、お問い合わせください

2.買取価格例（組合施設までの運搬を含みます）
末口 9 cm　230 円〜
末口 11cm　 290 円〜

3.数量
各 1000 本程度

4.納期
平成 22 年 10 月から平成 23 年 3 月ごろ

5.お問い合わせ・お申込み
木材共販所（0721-72-7755）もしくは、豊能支店（072-734-0125）までご連絡く
ださい。

お客様の声
http://w

w
w

.sinrin.org

0
1
2
0（
6
3
0
）8
5
4

お問合わせ

建
築
事
業
部

府内産木材利用の推進のために

色艶が美しいスギ材

　

こ
の
た
び
大
阪
府
内
産
木
材
を
製

材
・
加
工
す
る
施
設
「
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス

か
わ
ち
な
が
の
」
よ
り
、
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
や
腰
壁
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
お
使

い
い
た
だ
け
る
製
材
品
を
特
別
価
格
で

提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
か
わ
ち
な
が
の
」

組
合
員
様
限
定

製
材
品
を
特
別
価
格
に
て
ご
提
供

〜
内
装
の
ち
ょ
っ
と
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
で
木
の
香
り
漂
う
空
間
に
〜

で
は
中
低
温
の
強
制
乾
燥
機
と
、
特

殊
加
工
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
モ
ル

ダ
ー
を
使
用
し
て
、
色
艶
が
美
し
い

製
材
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

製
材
品
の
み
の
ご
購
入
だ
け
で
な

く
、
施
工
に
つ
い
て
も
組
合
で
承
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
建
築
材
料
と

し
て
評
価
の
高
い「
大
阪
府
内
産
材
」

を
ご
自
宅
に
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
問
い
合
わ
せ

ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
か
わ
ち
な
が
の

☎
0
7
2
1‐
6
9‐
0
2
4
0
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木材利用

圧縮加工 防腐剤加圧注入加工 完成

O&Dウッド加工フロー

林産と森林整備

これからの
大阪の林業

作業路網整備の推進

大阪府発注の治山施設

骨太な構造材が
住宅を支える

　

木
材
を
屋
外
で
使
用
す
る
場
合
、
腐

朽
や
蟻
害
な
ど
か
ら
守
る
た
め
防
腐
加

工
す
る
の
が
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
防
腐
剤
の
性
能
は
日
々
向
上
す

る
の
で
す
が
、
木
材
の
個
体
差
に
よ
り

防
腐
剤
が
均
一
に
注
入
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
防
腐
効
果
の
低

下
を
招
き
、
屋
外
に
お
け
る
木
材
の
長

期
間
利
用
を
阻
害
す
る
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

木
材
を
屋
外
資
材
と
し
て
利
用
す
る

場
合
の「
腐
る
・
長
持
ち
し
な
い
・
高
価
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
木
材
利

用
の
可
能
性
を
拡
げ
る
の
が
、
コ
シ
イ

プ
レ
ザ
ー
ビ
ン
グ
が
開
発
し
た
「
Ｏ
＆
D 

ウ
ッ
ド
（
O
u
t 

Doo
r 

Woo
d
）」

で
す
。

　

深
浸
潤
特
殊
木
材
加
工
の
総
称
が

「
Ｏ
＆
Ｄ
ウ
ッ
ド
」
で
あ
り
、
代
表
的

な
加
工
手
法
と
し
て
丸
棒
の
圧
縮
加
工

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
丸
棒
を
八
角
形

に
圧
縮
し
た
後
、
通
常
の
防
腐
剤
加
圧

注
入
加
工
を
施
す
こ
と
で
、
木
材
に
均

一
に
防
腐
剤
を
注
入
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
技
術
で
す
。

　

ま
た
「
Ｏ
＆
Ｄ
ウ
ッ
ド
」
は
外
部
保

証
会
社
に
よ
る
10
年
保
証
を
実
現
す
る

な
ど
、
屋
外
使
用
の
木
材
と
し
て
は
画

期
的
な
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
豊
能
支
店
が
生
産
す
る

丸
棒
を
対
象
に
同
社
と
協
力
体
制
を
構

築
し
、
企
画
・
設
計
・
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
組
合
で
は
対
応
で
き
な
い
部

分
を
担
当
し
て
も
ら
う
な
ど
共
同
し
て

「
Ｏ
＆
Ｄ
ウ
ッ
ド
」の
提
案
営
業
を
行
っ

た
結
果
、
一
昨
年
度
よ
り
出
荷
実
績
を

大
幅
に
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
最
も
多
く
使
用
さ
れ
た
の

が
大
阪
府
発
注
の
谷
止
め
工
と
呼
ば
れ

る
治
山
資
材
で
す
。
谷
止
め
工
は
1
基

あ
た
り
丸
棒
（
φ
１
２
０
が
中
心
）
の

使
用
量
が
20
㎥
程
度
と
い
う
多
量
の
木

材
を
使
用
し
ま
す
。

　

木
材
に
と
っ
て
は
流
水
に
さ
ら
さ

れ
、
水
位
の
変
動
が
日
常
的
に
起
こ
る

と
い
う
過
酷
な
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず

井
桁
に
組
ま
れ
た
「
Ｏ
＆
Ｄ
ウ
ッ
ド
」

が
治
山
施
設
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
10
年
保
証
と
い
う
強
み
を
生
か

し
て
景
観
資
材
の
分
野
に
も
新
商
品
を

開
発
し
て
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
は
土
木
の
分
野
に
も
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
よ
り
大
規
模
な
施
設
の
木

Ｏ
＆
Ｄ
ウ
ッ
ド

材
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
組
合
の
建
築
事
業
部
が
設
立
さ
れ

て
5
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
新
築
・
増
改
築
を
含
め
る

と
２
０
０
世
帯
を
超
え
る
お
客
様
の
暮

ら
し
を
支
え
る「
柱
」と
し
て
、大
阪
府

内
産
材
の
流
通
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

建
築
事
業
部
は
単
に
住
宅
づ
く
り
の

部
門
で
は
な
く
、
今
ま
で
も
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
消
費
者
に
直
接
、
大
阪
府

内
産
材
を
お
届
け
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
そ
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
な
が

ら
、
結
果
と
し
て
、
お
客
様
に
喜
ば
れ

木
材
加
工
・
建
築

る
住
宅
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
林
産
事
業
や
製
材
部

門
と
も
密
接
な
関
係
構
築
を
行
う
と
と

も
に
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
、
そ

の
声
を
現
場
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
「
長
期
優
良
住
宅
」
へ
の
取
り

組
み
は
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
で
も
長

期
優
良
住
宅
の
仕
様
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
標
準
化
へ
の
方
向
に
進
み
つ

つ
あ
り
、
当
組
合
と
し
て
も
木
材
の
生

産
か
ら
加
工
ま
で
組
合
が
関
わ
る
地
域

の
木
材
で
建
て
る
長
期
優
良
住

宅
と
い
う
他
に
は
な
い
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
を
前
面
に
出
し
て
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
予
定
で

す
。

　

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

住
宅
で
あ
れ
ば
1
軒
で
40
㎥
程

度
の
木
材
利
用
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
り
、
ま
た
長
年
、
丹
精

こ
め
て
育
て
た
木
を
、
そ
の
時

間
を
超
え
て
住
宅
を
支
え
る

〝
柱
〟
と
し
て
利
用
で
き
る
長

期
優
良
住
宅
の
取
り
組
み
を
今

後
、
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
事
業

　

森
林
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か

ら
温
室
効
果
ガ
ス
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
源
と
い
う
公
益
的
機
能
が
見

直
さ
れ
、
京
都
議
定
書
の
約
束
期
間
が

発
効
し
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
国
に
お

い
て
主
に
間
伐
を
中
心
と
し
た
森
林
整

備
に
対
す
る
事
業
や
予
算
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
も
周
辺
森
林
の
保
全
・
再

生
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
、
今
ま
で

以
上
に
推
進
さ
せ
る
た
め
、
国
の
経
済

対
策
事
業
で
あ
る
「
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
事
業
」
を
活
用
し
、
平

成
23
年
度
ま
で
の
3
ヵ
年
で
集
中
的
に

森
林
整
備
及
び
木
材
搬
出
を
行
う
た
め

の
路
網
整
備
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
で
は
大
阪
府
内
で
の
間
伐
施

業
地
面
積
の
確
保
と
林
内
路
網
の
整
備

を
行
っ
た
結
果
、
通
年
の
約
９
０
０
ha

の
森
林
整
備
に
加
え
て
、
さ
ら
に

３
２
０
ha
の
間
伐
施
業
と
３
０
０
０
ｍ

を
超
え
る
路
網
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

路
網
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
切
り

捨
て
が
中
心
で
あ
っ
た
間
伐
材
の
搬
出

が
可
能
と
な
り
、
か
ね
て
よ
り
推
進
し

て
い
た
機
械
化
林
産
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
搬
出
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
い
ち
早
く
機
械
化
林
産
に

取
り
組
ん
で
い
た
木
材
総
括
本
部
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
は
三
島
支
店
で
も
高

性
能
林
業
機
械
を
整
備
し
、
機
械
化
林

産
に
着
手
し
て
お
り
、
北
部
及
び
南
部

の
２
拠
点
で
効
率
的
な
木
材
搬
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

併
せ
て
搬
出
し
た
木
材
の
利
用
方
策

に
つ
い
て
、
新
た
に
合
板
や
パ
ル
プ
用

チ
ッ
プ
、
燃
料
な
ど
、
付
加
価
値
の
高

い
木
材
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
も
行

い
ま
す
。

　

　

間
伐
施
業
を
中
心
と
し
た
事
業
（
森

林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
）
は

平
成
23
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
り
、
そ

れ
以
後
の
施
業
に
関
す
る
国
の
方
針
に

つ
い
て
は
全
く
の
白
紙
状
態
で
す
。

　

当
組
合
と
し
て
も
事
業
終
了
ま
で
に
、

特
定
事
業
に
頼
る
こ
と
の
な
い
森
林
整

備
か
ら
木
材
生
産
及
び
木
材
利
用
に
至

る
流
れ
を
構
築
す
る
必
要
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
作
り
上
げ
る
に
は
組
合

員
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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木材利用

林産と森林整備

これからの
大阪の林業

10min 30min 50min

反応容器に
充填

加圧(15ｔ)
加熱(180℃)

加圧(15ｔ)
冷却(20℃) 排出工程

加熱 冷却

みかけ比重
1.35

森林バイオマス

バイオコークス

バイオコークス製造フロー
中圧加重-低温加熱　同時ホットプレス法

活発化する機械化林産事業

未利用資源の有効活用

バイオコークス

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス

　

以
前
に
も
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
に
つ
い

て
は
、
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
簡
単
に
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
は
光
合
成
を
行
う

植
物
と
い
う
幅
広
い
原
料
か
ら
製
造
さ

れ
る
固
形
燃
料
で
あ
り
、
近
畿
大
学
の

井
田
准
教
授
が
開
発
し
、
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き

な
需
要
量
が
期
待
で
き
る
鉄
鋼
分
野
へ

の
適
用
が
世
界
で
初
め
て
可
能
と
確
認

さ
れ
た
技
術
で
す
。

　

そ
の
製
造
工
程
は
比
較
的
シ
ン
プ
ル

で
、
破
砕
・
乾
燥
さ
せ
た
原
料
を
反
応

筒
に
充
填
し
、
加
圧（
20
Ｍ
Pa
）・
加
熱

（
約
１
８
０
℃
）
の
後
、
冷
却
を
行
う

こ
と
で
成
型
し
ま
す
。

　

こ
の
製
造
過
程
に
お
け
る
使
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
と
て
も
少
な
い
こ
と
が
特
徴

の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
過
程
を
経
て
製
造
さ
れ
た
バ
イ

オ
コ
ー
ク
ス
は
非
常
な
高
硬
度
で
あ
る

こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
石
炭
コ
ー

ク
ス
の
代
替
と
し
て
高
炉
な
ど
で
利
用

す
る
場
合
、
鉄
の
原
料
な
ど
の
重
量
に

耐
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
森

林
資
源
を
用
い
た
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
で

は
、
石
炭
コ
ー
ク
ス
を
上
回
る
硬
度
と

す
る
こ
と
も
可
能
と
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
原
料
の
質
量
を
変
化
さ
せ
な
い

温
度
帯
で
の
反
応
を
成
型
に
利
用
し
て

い
る
た
め
、
反
応
筒
に
投
入
し
た

1
0
0
の
原
料
か
ら
1
0
0
の
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
林
業
の
立
場
か
ら
の
最
大
の

特
徴
は
枝
条
や
樹
皮
と
い
っ
た
今
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
未
利
用
で
あ
っ
た
森
林
資
源

が
原
料
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
森
林
資
源
の
新
た
な
付
加

価
値
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
当
組
合
で
は
導
入
し
た
高
性

能
林
業
機
械
を
活
用
し
、
施
業
の
集
約

化
を
実
践
し
な
が
ら
、
今
ま
で
以
上
に

コ
ス
ト
を
抑
え
た
木
材
搬
出
手
法
の
確

立
と
と
も
に
、
今
ま
で
未
利
用
で
あ
っ

た
枝
条
な
ど
の
搬
出
方
法
の
研
究
を
行

い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
豊
富
な
森
林
資

源
を
原
料
に
し
た
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
製

造
の
研
究
・
実
証
を
進
め
る
た
め
、
高

槻
市
の
多
大
な
る
協
力
を
い
た
だ
き
、

農
林
水
産
省
所
管
の
「
地
域
資
源
利
用

型
産
業
創
出
緊
急
対
策
事
業
」
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
結
果
、
見
事
バ
イ
オ
コ
ー

ク
ス
製
造
に
関
わ
る
事
業
が
採
択
さ
れ
、

平
成
22
年
度
よ
り
各
種
の
実
証
事
業
と

と
も
に
製
造
プ
ラ
ン
ト
設
置
に
向
け
た

事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
石
炭
コ
ー
ク
ス
市
場

は
中
国
な
ど
か
ら
の
輸
入
が
一
定
量
を

占
め
て
お
り
、
価
格
動
向
も
不
安
定
な

状
態
が
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
資
源

の
乏
し
い
日
本
で
、
膨
大
な
資
源
量
を

誇
る
森
林
資
源
を
用
い
た
新
た
な
燃
料

製
造
技
術
に
は
業
界
の
枠
を
超
え
て
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
活
用
し
バ
イ
オ
コ
ー
ク

ス
の
原
料
調
達
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で

の
流
れ
を
構
築
し
て
、
新
た
な
森
林
資

源
の
利
用
方
策
と
新
た
な
燃
料
製
造
の

確
立
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

チ
ッ
プ

　

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

で
は
川
下
側
へ
の
事
業
の
幅
も
広
く
、

木
材
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

抑
制
効
果
を
解
明
す
る
研
究
や
新
た
な

木
材
利
用
方
策
の
開
発
、
公
共
性
の
高

い
木
造
建
築
物
へ
の
補
助
な
ど
と
と
も

に
木
質
資
源
の
運
搬
費
用
補
助
と
い
う

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
合
板
や
パ
ル
プ
チ
ッ
プ

を
取
り
扱
う
企
業
へ
の
原
木
及
び
チ
ッ

プ
の
運
搬
な
ど
に
、
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
を

活
用
す
る
計
画
で
あ
り
、
一
部
の
企
業

と
は
既
に
基
本
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
パ
ル
プ
原
料
と
し
て
国
産
の

針
葉
樹
チ
ッ
プ
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が

増
加
し
て
お
り
、
今
回
の
事
業
で
府
内

産
材
の
パ
ル
プ
チ
ッ
プ
利
用
へ
の
諸
条

件
の
整
理
と
可
否
を
見
極
め
、
確
立
可

能
で
あ
れ
ば
本
事
業
終
了
後
の
継
続
も

視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
木
材
チ
ッ
プ
の
新
た
な

活
用
方
策
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
組
合

が
扱
う
木
材
製
品
だ
け
で
な
く
、
オ
ガ

粉
、
プ
レ
ナ
ー
屑
や
木
端
な
ど
、
ゴ
ミ

と
し
て
処
理
し
て
い
た
も
の
に
ま
で
目

を
向
け
、
資
源
化
と
と
も
に
付
加
価
値

化
を
目
指
し
ま
す
。

機
械
化
林
産
事
業

　

木
材
総
括
本
部
で
取
り
組
み
を
進
め

る
機
械
化
林
産
事
業
は
、
河
南
町
か
ら

和
泉
市
ま
で
の
南
河
内
地
域
の
森
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
平
成
21
年
度
に
は
約

１
，３
０
０
㎥
を
超
え
る
木
材
搬
出
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成
23
年
度
ま
で
実
施
さ
れ

る
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
間
伐
施
業
及
び
路
網

整
備
の
補
助
金
を
う
ま
く
活
用
し
な
が

ら
、
木
材
価
格
と
需
要
の
低
下
な
ど
の

諸
要
因
を
克
服
し
、
森
林
所
有
者
の

方
々
へ
の
利
益
還
元
を
第
一
義
に
考
え

た
機
械
化
林
産
事
業
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

　

コ
ス
ト
を
抑
え
た
木
材
搬
出
作
業
と

と
も
に
、
小
径
木
や
チ
ッ
プ
用
材
を
は

じ
め
用
途
が
決
ま
っ
て
い
る
木
材
は
山

土
場
か
ら
納
入
地
へ
の
直
送
を
行
う
な

ど
、
木
材
搬
出
以
外
の
部
分
で
も
効
率

化
を
進
め
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
抑
え
、

木
材
利
用
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
成
熟
期
を
迎
え
る
河

内
林
業
地
の
木
材
を
安
定
的
か
つ
利
用

し
や
す
い
形
で
消
費
者
の
手
に
届
け
る

た
め
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
三
島
支
店
で
も
高
槻
市
内
の

森
林
を
中
心
と
し
た
機
械
化
林
産
を
行

う
た
め
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
、

平
成
22
年
度
か
ら
本
格
的
な
林
産
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

す
で
に
レ
ン
タ
ル
機
械
を
使
用
し
な

が
ら
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
高
槻
市
か

ら
委
託
を
受
け
た
「
ふ
る
さ
と
緊
急
雇

用
対
策
事
業
」
を
活
用
し
て
林
産
を
行

い
、
歩
掛
や
出
材
量
な
ど
各
種
デ
ー
タ

を
収
集
し
て
お
り
、平
成
22
年
度
か
ら
は
、

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
生
か
し
な
が
ら
機

械
化
林
産
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

弱
齢
林
が
多
い
高
槻
市
を
中
心
と
す

る
北
摂
地
域
の
森
林
の
現
況
か
ら
、
出

材
さ
れ
る
木
材
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、

以
前
に
も
ご
紹
介
し
た
バ
イ
オ
コ
ー
ク

ス
原
料
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の
原
料
と
し
て
の

木
材
に
求
め
ら
れ
る
の
は
樹
皮
の
一
定

割
合
の
含
有
で
す
。
そ
れ
は
弱
齢
林
に

見
ら
れ
る
小
径
木
の
幹
と
樹
皮
の
割
合

に
符
合
し
、
ま
さ
に
三
島
地
域
の
森
林

資
源
を
有
効
活
用
さ
せ
る
の
に
適
し
た

製
品
で
す
。
ま
た
樹
皮
の
比
率
を
高
め

る
た
め
に
枝
条
も
必
要
と
な
り
、
搬
出

方
法
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

未
利
用
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

三
島
地
域
の
林
産
事
業
は
バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
の
原
料
と
す
る
た
め
年
間
４
，

０
０
０
㎥
程
度
の
木
材
搬
出
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
は
高
性

能
林
業
機
械
を
追
加
導
入
し
、
さ
ら
に

効
率
化
と
技
術
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

し
か
し
何
よ
り
も
林
産
現
場
の
確
保
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
組
合

員
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
代

表
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
森
林
が
見
直
さ

れ
る
中
で
、
森
林
整
備
に
要
す
る
予
算

が
措
置
さ
れ
、
全
国
的
に
見
て
も
森
林

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
経

営
意
欲
の
低
下
な
ど
と
と
も
に
、
森
林

整
備
を
阻
害
す
る
の
が
不
明
瞭
に
な
り

つ
つ
あ
る
森
林
境
界
の
問
題
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
森

林
の
地
籍
調
査
を
行
い
、
所
有
者
立
会

い
の
下
、
境
界
を
明
示
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
大
阪
府
内
で
は
高
槻
市
域
に

お
い
て
当
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
地

籍
調
査
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
範
囲
を
広
げ
、
地
籍
調
査
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
講
習
会
を

大
阪
府
及
び
大
阪
府
森
林
組
合
が
主
催

し
、
南
河
内
地
域
の
組
合
員
を
対
象
に

3
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
籍
調
査
の
概
要
を
映
像
で

分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
が
ら
、
㈳
全

国
国
土
調
査
協
会
の
小
笠
原
理
事
よ
り

の
基
調
講
演
、
弁
護
士
の
嵩
原
安
三
郎

氏
に
よ
る
相
続
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
高
槻

市
域
で
の
地
籍
調
査
の
実
例
を
紹
介
す

る
と
い
う
内
容
の
濃
い
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
出
席
し
た
組
合
員
の
方
々
か
ら

も
多
数
の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
所
有
さ
れ
て
い
る
森
林
を
き
っ
ち

り
管
理
し
、
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
の
手
段
と
し
て
の
地
籍
調
査
に
対
す

る
興
味
の
高
ま
り
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
地
籍
調
査
事
業
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
熱
意
は
無
論

の
こ
と
国
・
府
・
市
町
村
の
予
算
的
措

置
が
必
要
で
す
。

　

地
籍
調
査
は
迅
速
に
進
め
る
べ
き
事

業
と
の
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
森
林
に
限
っ
た
事
業
で
は
な
く
、

ま
た
国
・
自
治
体
と
も
緊
縮
財
政
の
中

で
一
定
の
金
額
及
び
期
間
が
必
要
な
事

業
へ
の
予
算
配
分
は
、
す
ぐ
に
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
組
合
と
し
て
も
組
合
員
の
方
々
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
地
区
林
業

推
進
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
地
元
か

ら
の
要
望
を
提
出
す
る
な
ど
予
算
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

カシノナガキクイムシ
（左：♀、右：♂）

カシノナガキクイムシの穿入孔
（上：ミズナラ、下：コナラ）

地際に堆積したフラス（木くず）

駆除作業（玉切り〜集積）駆除作業（集積〜梱包）

活発な意見が交された講習会

四季の植物を楽しめる枚岡公園

全
国
的
に
「
ナ
ラ
枯
れ
」
が
拡
大
し

つ
つ
あ
り
、
そ
の
原
因
は
「
カ
シ
ノ
ナ

ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
と
い
う
体
長
4
〜
5

㎜
程
度
の
甲
虫
で
す
。

そ
の
甲
虫
が
産
卵
の
た
め
樹
木
に
侵

入
し
た
際
、
こ
の
甲
虫
に
共
生
す
る
カ

ビ
菌
の
一
種
が
樹
体
内
に
広
が
り
、通

水
機
能
が
低
下
し
て
8
〜
9
月
ご
ろ
、

枯
れ
葉
を
つ
け
た
ま
ま
立
ち
枯
れ
ま
す
。

「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
は
枯

死
し
た
樹
体
内
で
越
冬
し
、
翌
年
に
別

の
健
全
な
樹
木
に
移
っ
て
い
き
被
害
を

拡
大
さ
せ
る
の
で
す
。

近
畿
で
は
清
水
寺
で
有
名
な
歴
史
的

風
土
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
京

都
東
山
周
辺
の
国
有
林
が
ナ
ラ
枯
れ
の

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
阪
府
内
で
被
害
は
確
認

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
夏
、
高
槻

市
梶
原
地
区
で
１
０
０
本
近
い
ナ
ラ
類

の
木
が
立
ち
枯
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ

れ
、
さ
ら
に
同
市
内
や
そ
の
周
辺
で
も

「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
の
被
害

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
森
林
は
景
観
上
好
ま

し
く
な
い
こ
と
や
多
様
な
動
植
物
生
息

へ
の
悪
影
響
、
主
た
る
樹
木
が
同
時
に

損
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
森
林
の
保
水

力
や
土
砂
流
出
防
備
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
す
べ
て
の
被
害
木
を

対
象
に
し
た
駆
除
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
当
組
合
が
事
業
主
体
と
し
て

天
然
林
を
荒
廃
さ
せ
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

作
業
方
法
は
伐
倒
し
た
被
害
木
を
短

く
切
っ
た
（
玉
伐
り
）
も
の
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
集
積
し
て
、
薬
剤
を
散
布
。
薬

剤
が
拡
散
し
な
い
よ
う
に
素
早
く
シ
ー

ト
で
梱
包
し
て
数
週
間
放
置
し
、
内
部

の
「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
を
駆

除
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
作
業
の
効
果
は
今
夏
、
明
ら
か

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
被
害
が
拡
大

し
な
い
こ
と
を
願
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
」
の
“
生

息
”
は
昔
か
ら
全
国
各
地
で
確
認
さ
れ

て
お
り
、
比
較
的
、
太
く
な
っ
た
ナ
ラ

類
樹
木
は
繁
殖
に
適
し
て
い
る
と
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

被
害
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、
以
前

は
天
然
林
に
お
い
て
も
薪
炭
材
を
採
る

た
め
に
一
定
ま
で
成
長
し
た
樹
木
は
伐

採
搬
出
さ
れ
て
い
た
の
が
、
燃
料
革
命

に
よ
り
手
入
れ
が
行
わ
れ
ず
、
樹
木
が

高
齢
大
径
化
し
た
た
め
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

人
工
林
は
も
と
よ
り
天
然
林
に
お
い

て
も
伐
採
利
用
す
る
こ
と
が
景
観
や
防

災
な
ど
環
境
的
に
優
れ
た
健
全
な
森
林

の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

当
組
合
が
以
前
よ
り
取
り
組
ん
で
い

る
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
燃
料
製
造
は
そ
の

よ
う
な
伐
採
材
の
有
効
利
用
に
最
適
で

す
。
現
状
で
は
採
算
的
に
困
難
で
す
が
、

間
伐
材
の
林
産
事
業
と
併
せ
て
、
天
然

林
の
広
葉
樹
材
の
活
用
も
将
来
取
り
組

む
べ
き
課
題
に
な
る
時
代
が
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ナ
ラ
枯
れ
と
思
わ
れ
る
被
害
木
を
発

見
し
た
ら
、
最
寄
り
の
（
大
阪
府
）
農

と
緑
の
総
合
事
務
所
も
し
く
は
森
林
組

合
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

被
害
木
の
特
徴
…
樹
幹
に
1
㎜
程
度
の

多
数
の
穴
が
あ
り
、
根
元
に
は
穴
か
ら

こ
ぼ
れ
た
フ
ラ
ス
（
木
く
ず
）
が
散
乱

し
て
い
る

境
界
を
明
示
し
て
森
林
整
備
を
促
進

　

当
組
合
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
・
運
営
す
る
枚
岡
公
園
を
含
む
、
府

内
18
公
園
に
お
い
て
大
阪
府
が
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
公
表
さ

れ
、
枚
岡
公
園
が
利
用
者
満
足
度
で
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
21
年
秋
に

来
園
し
た
利
用
者
約
1
0
0
名
に
対
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
「
み
ど
り
の
景
観

づ
く
り
」
「
花
に
よ
る
景
観
づ
く
り
」

「
安
心
・
安
全
の
公
園
づ
く
り
」
な
ど

6
項
目
と
、
そ
れ
ら
を
総
計
し
た
「
総

合
満
足
度
」
に
よ
り
府
内
18
公
園
の
順

位
付
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
枚
岡
公
園
は
5
項
目
で
1

枚
岡
公
園
が
高
い
利
用
者
満
足
度
を

獲
得
し
ま
し
た

位
と
な
り
、
総
合
的
な
満
足
度
平
均
で

堂
々
1
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
公
園
で
は
、
当
組
合
が
指
定
管
理

者
と
し
て
管
理
・
運
営
を
始
め
た
平
成

18
年
春
の
段
階
で
は
総
合
的
な
満
足
度

が
最
下
位
で
し
た
が
、
枚
岡
公
園
を
担

当
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
に
喜
ば
れ

る
公
園
管
理
を
行
っ
た
結
果
、
こ
の
よ

う
な
利
用
者
の
声
で
証
明
さ
れ
た
も
の

と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
に
驕
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
安
全
で
安
心
で
き
る
公
園
空
間

の
提
供
を
モ
ッ
ト
ー
に
公
園
管
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

山
に
親
し
む
公
園
と
し
て
、
植
物
が

四
季
の
う
つ
ろ
い
を
演
出
す
る
、
す
ば

ら
し
い
公
園
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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地
域
の
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
こ
と
を

受
け
雇
用
機
会
を
創
出
の
た
め
緊
急
雇

用
創
出
基
金
に
よ
る
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
組
合
で
も
府
内
各
地
で

森
林
整
備
の
た
め
本
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
大
阪
府
よ
り
受
託
し

た
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
あ
る
大
阪

府
立
大
型
児
童
館
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
敷

地
内
の
里
山
再
生
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

同
施
設
は
「
子
供
の
豊
か
な
遊
び
と

文
化
創
造
の
拠
点
」
と
し
て
平
成
11
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
型
児
童
施
設
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
隣
接
し
た
貴
重
な

里
山
を
こ
の
施
設
を
訪
れ
る
子
供
達
の

遊
び
場
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
雑
木

林
の
整
備
や
散
策
路
の
開
設
を
行
い
ま

し
た
。

　

約
10 

ha
の
里
山
は
永
年
、
人
の
手
が

入
っ
て
お
ら
ず
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
の

落
葉
樹
の
ほ
か
シ
イ
、
カ
シ
な
ど
の
照

葉
樹
が
大
き
く
成
長
し
林
内
は
薄
暗
く

鬱
蒼
と
し
た
状
況
で
し
た
。

　

そ
こ
で
花
や
紅
葉
が
美
し
い
木
、
希

少
植
物
や
野
鳥
が
好
む
実
を
付
け
る
樹

木
を
残
し
、

枯
損
木
や

景
観
、
眺

望
を
阻
害

す
る
木
を

中
心
に
伐

採
や
枝
払

い
を
行
い

開
放
的
で

明
る
い
森
林
に
変
身
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
伐
採
し
た
材
は
園
路
内
に
簡
易

な
ベ
ン
チ
の
ほ
か
、
急
勾
配
箇
所
に
設

置
し
た
木
製
階
段
や
土
留
工
の
材
料
と

し
て
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
し
た
。

　

エ
リ
ア
内
に
あ
る
池
や
街
並
み
を
展

望
で
き
る
散
策
路
は
延
長
が
約
1
，

0
0
0
ｍ
と
、
散
歩
に
は
丁
度
良
い
距

離
と
な
っ
て
お
り
、
子
供
か
ら
年
配
の

方
ま
で
多
く
の
方
に
利
用
し
て
頂
け
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
2
名
の
既
雇
用
者
と
8
名

の
新
規
雇
用
者
で
実
施
し
雇
用
機
会
の

創
出
に
も
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

は
継
続
予
定
で
あ
り
、
森
林
整
備
と
雇

用
機
会
の
創
出
に
役
立
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

大
阪
か
ら
約
６
０
０
キ
ロ
、
九
州
は

宮
崎
の
最
南
端
、
青
い
海
と
緑
の
山
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
に
南
那
珂

森
林
組
合
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
1
年
を
通
し
て
温
暖
な

気
候
は
生
物
の
生
長
に
は
適
し
て
お
り
、

宮
崎
の
県
木
に
も
な
っ
て
い
る
「
オ
ビ

ス
ギ
」
は
比
類
な
き
成
長
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
飫
肥
林

業
の
歴
史
は
古
く
、
起
源
は
４
０
０
年

前
、
現
在
の
日
南
市
に
あ
た
る
飫
肥
藩

の
財
政
を
賄
う
た
め
に
、
林
野
に
植
林

し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
独
特
な

分
収
林
制
度
で
あ
る「
二
部
一
山
の
法
」

を
用
い
る
こ
と
で
、
人
工
林
率
は
飛
躍

的
に
高
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
南
那
珂

管
内
の
山
林
６
５
，０
０
０
ha
の
う
ち
、

73
％
が
人
工
林
で
あ
り
、
そ
の
90
％
以

上
を
オ
ビ
ス
ギ
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

オ
ビ
ス
ギ
の
特
徴
は
、
油
分
が
多
く

腐
り
に
く
い
、
成
長
が
早
く
強
靱
で
軽

い
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
主
に
船
材
と

し
て
の
用
途
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

植
栽
の
方
法
は
「
と
に
か
く
幹
を
太
く

す
る
こ
と
」
に
主
眼
が
置
か
れ
、
土
地

の
養
分
を
1
本
の
木
に
与
え
る
た
め
に
、

１
，
０
０
０
本
／
ha
と
い
う
極
端
な
粗

植
と
間
伐
、
枝
打
ち
を
行
わ
な
い
手
法

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
代
わ
り
下
草
を
10
年
以
上
も
刈

る
こ
と
で
、
ひ
た
す
ら
肥
大
成
長
を
図

る
こ
と
で
精
算
さ
れ
た
ス
ギ
材
は
「
弁

甲
材
」
と
呼
ば
れ
、
瀬
戸
内
海
や
韓
国

に
輸
出
さ
れ
、
南
那
珂
の
大
き
な
経
済

源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
船
の
材
料
が
木
か
ら
Ｆ
Ｒ

Ｐ
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
、
オ
ビ
ス

ギ
の
需
要
は
無
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

住
宅
用
建
材
と
し
て
利
用
を
試
み
る

も
、
大
径
木
を
挽
く
製
材
工
場
が
な
い

う
え
に
、
肥
大
成
長
の
た
め
木
目
が
粗

い
、
枝
打
ち
を
し
て
い
な
い
た
め
節
が

多
い
、
油
分
が
多
い
た
め
に
色
が
黒
い

な
ど
、
今
ま
で
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
部

分
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
、
困
難
を
極

め
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
で
は
「
ま

ず
は
林
業
形
態
を
見
直
そ
う
」
と
い
う

こ
と
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

通
直
な
木
材
を
生
産
す
る
概
念
が
無

い
た
め
、
当
初
は
「
な
ぜ
そ
ん
な
に
植

え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
だ
」「
せ
っ
か

く
植
え
た
木
を
間
引
く
な
ん
て
」
と

い
っ
た
声
が
多
く
、
批
判
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
座
談
会
な
ど
に
よ
る
地
道

な
啓
発
活
動
の
お
か
げ
で
、
や
っ
と
２
，

５
０
０
〜
３
，０
０
０
本
植
栽
と
切
り

捨
て
間
伐
が
浸
透
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
オ
ビ
ス
ギ
の
メ
リ
ッ
ト
部

分
が
建
築
業
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
建

築
用
材
と
し
て
の
利
用
も
拡
大
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
年
輪
幅
が
１
年
に
1
㎝
程
度
、

成
長
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
こ
と
か

ら
40
年
程
度
で
皆
伐
を
行
う
主
伐
主
体

の
林
業
と
い
う
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

主
伐
主
体
で
あ
り
、
山
の
傾
斜
も
比

較
的
緩
や
か
な
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら

伐
採
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
的
と
し
た

機
械
化
に
取
り
組
み
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
・

ハ
ー
ベ
ス
タ
・
フ
ォ
ワ
ー
ダ
・
プ
ロ

セ
ッ
サ
と
い
っ
た
林
業
機
械
と
人
力
で

行
う
伐
採
を
組
み
合
わ
せ
た
作
業
の
導

入
を
行
っ
た
結
果
、
現
在
は
年
間
４
０
，

０
０
０
㎥
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
環
境
面
の
配
慮
か
ら
、「
主

伐
は
悪
で
あ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
も

論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
材
価
が
１
０
，

０
０
０
円
／
㎥
の
現
在
、
森
林
所
有
者

の
利
益
を
確
保
す
る
に
は
、
ま
と
め
て

伐
ら
な
い
と
希
望
し
た
収
入
を
得
る
こ

と
が
出
来
な
い
の
も
実
情
で
す
。
利
用

〜
優
良
な＂
オ
ビ
ス
ギ
＂の
一
大
生
産
地
〜

﹃
飫
肥
林
業
﹄

間
伐
に
も
取
り
組
ん
で
は
い
ま
す
が
、

０
．１
〜
０
．５
ha
の
小
規
模
林
家
の
集

合
体
で
あ
る
南
那
珂
の
森
林
で
は
集
約

化
し
て
も
森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
に

は
な
か
な
か
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
森
林
所
有
者
の
意
向
、
山
林

の
現
況
、
地
域
性
を
考
慮
に
入
れ
た
、

主
伐
と
間
伐
を
織
り
交
ぜ
た
、
適
地
適

伐
林
業
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
森
林
所
有
者
と
し
っ
か

り
話
し
合
い
、
森
林
の
現
況
を
し
っ
か

り
と
判
断
し
、
経
済
面
、
環
境
面
、
双

方
か
ら
分
析
し
、
伐
っ
て
植
栽
し
、
循

環
さ
せ
る
林
分
と
残
し
て
育
て
る
林
分

を
判
断
し
、
森
林
所
有
者
に
そ
の
と
き

だ
け
で
は
な
く
、
10
年
、
20
年
を
通
じ

て
一
番
利
益
が
出
る
よ
う
な
提
案
が
出

来
る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
林
業
に
注
目
が
行
き
、「
儲
か

る
林
業
」
と
い
う
言
葉
が
取
り
ざ
た
さ

れ
ま
す
が
、
我
々
の
よ
う
な
「
林
業
団

体
だ
け
が
儲
か
る
」
の
で
は
な
く
、「
森

林
所
有
者
が
儲
か
っ
て
、
そ
の
お
か
げ

で
林
業
団
体
も
儲
か
る
」
林
業
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　いち早く木材生産を組合
事業の中心に据えた南那珂
森林組合が、どのようにオ
ビスギを育て、生産してい
るのか？ どのような変遷
を経て現在のスタイルに到
達したのか？ を記載して
いただいています。

　全国には様々な有名林業
地があり、それぞれ独自の
手法によって林業を営んで
います。
　今回は友好組合である宮
崎県南那珂森林組合 第 2
事業課長である江藤祐樹さ
んに、優良なスギ材を産す
ることで有名な「飫肥林業」
を紹介していただきます。

　昨年度、本店及び泉州支店の事務所が移
転しました。
　本店は合併以来、本店事務所を置いてい
た大阪府農林会館から地下鉄堺筋本町駅に
程近い「創建本町ビル」に移転しました。
　泉州支店は、和泉市いぶき野より和泉市
平井町にある「JA いずみの」の一角に移転
しました。
　両事務所のスタッフ一同、新たな気持ち
で業務に従事して参ります。
　本店・泉州支店にお越しの際は、お間違え
のないようにご注意願います。

本　　店：�大阪市中央区南本町 2 丁目 
1 番 8 号　創建本町ビル

　　　　　06-4964-0950

泉州支店：和泉市平井町 300 番地 3
　　　　　（JA いずみの内）
　　　　　�0725-58-2025

事務所移転のお知らせ

I N F O R M A T I O N

江藤課長

緊
急
雇
用
対
策
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優良なスギ材を生産する「飫肥林業地」

いち早く機械化による林産に着手

平成 15 年、串間市内に両組合の友好組合締
結を記念して造成した「友好の森」。その中
の「大阪の森」に植樹したオビスギも旺盛な
成長を見せている　

快適な散策道を整備
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　山田さんは合併前の旧能勢町森林
組合に１年間アルバイトとして平成
9年に採用。その後、測量士をはじ
めとする国家資格を取得し、改めて
職員として採用されました。
　公立大学の林学科を修了しており、
森林に関する知識と理解度が高く、
その知識を生かして現在は能勢・豊
能・箕面を管轄する豊能支店の主に
造林補助事業を担当しています。
　やわらかい印象を受ける外見とは
うらはらに頑固な一面も。仕事の進
め方で職員同士、意見を戦わせるこ
とも少なくありません。
　学生時代、部活で野球やテニスと
いったスポーツをこなす一方で、長
くスイミングクラブに属していたス
イマー。今では得意の水泳を生かし、
トライアスロンに挑戦する組合職員

今回は豊能支店に勤務する山田一成さんを紹介します。

山田一成さん

組／合／職／員／紹／介日 々 活 躍

　大阪府における指導林家でおられ、道づくりのエキスパー
トとして著名な大橋慶三郎氏の林業に懸けた人生を振り返っ
た「林業人生を語る（全国林業改良普及協会発行、定価 2,310
円）」が出版されました。
　大橋氏は他では類を見ない高密度路網の提唱・実践者であ
り、氏が作り上げた山への視察希望は絶えることがありません。
大橋氏が先代より山を引き継いで
60 余年。培った林業技術は無論の
こと、経営観・人生観にまでわた
る幅広い話題を聞き取り手との会
話形式で記述された 1 冊です。
　ぜひご購読ください。

【問合せ先】
社団法人全国林業改良普及協会
東京都港区赤坂 1-9-13三会堂ビル
☎ 03-3583-8461

大橋慶三郎氏著
「林業人生を語る」が出版されました

　ここ最近の木材市への出材量は減
少傾向にありましたが、4月8日開
催の市には出材量が300㎥を超える
など活気のある競り売りが行われま
した。
　ただ木材市況はヒノキ元玉の役物
優良材が30,000〜50,000円／㎥での
取引になるなど価格は下落傾向を示
しています。
　またヒノキ一等材では長さ3〜4
ｍ 、 末 口 1 6 〜 2 0 ㎝ の 柱 用 材 が
13,000〜18,000円／㎥、同寸法のス
ギ一等材で8,000円／㎥前後と価格
は低値安定状況です。
　一方で希少価値の高い銘木材につ
いては、長さ3ｍ、末口74㎝のケヤ
キが530,000円／本で取引された
ケースもありました。
　木材共販所の運営は非常に厳しい
状況にありますが、引き続き集客に
努めて参りますので皆様からのご支
援ご協力をお願い申し上げます。

木 材 市 況

の中でもトップクラスのアスリート
です。
　また“私”の部分では第一子の女
の子が誕生し、にぎやかな新たな生
活が始まる一方で、一家の主として
の責任感を持って仕事にのぞむ姿が
見られるのではないかと思います。
　でも、しばらくは早く家に帰るこ
とも大目に見てあげないといけない
かもしれません。

樹　種 取扱量（㎥）平均単価（円）
ス　ギ 319.3 11,160
ヒノキ 1143.0 22,945
広葉樹 77.6 90,707

■平成21年10月〜平成22年3月期
　販売実績と平均単価

I N F O R M A T I O N

2010 丸大の夏ギフト

出材量により市売り日程が変更にな
る場合があります。詳しくは木材共
販所までお問合せください。
（☎0721-72-7755）

■平成22年市売り日程表
6月 ４日（金） 18日（金）
７月 ２日（金） 23日（金）
8月 ６日（金） 27日（金）
9月 10日（金） 24日（金）
10月 ８日（金） 22日（金）
11月 ５日（金） 19日（金）
12月 ３日（金） 17日（金）

　春と秋に開催しています林業技術や安全作業に関する講
習会の日程が、下記のとおり決まりましたのでお知らせし
ます。
　今回は、主に安
全というテーマに則
した講習会となって
おり、組合員の皆様
におかれましては、
是非この機会にご
参加ください。
　準備の都合上、
お手数ですが事前
のお申込みをお願
いします。

林業技術・安全作業講習会の
お知らせ

（講習内容）
・下刈作業の危険予知（講師　林材業労働災害防止協会）
・蜂にさされた時の対処法（講師　河内長野市消防署）
・緊急時、ケガ人の搬送方法訓練（講師　河内長野市消防署）

（日時）
　平成 22 年 6 月 2 日（水）　午後 1 時 30 分〜 4 時

（集合場所）
　河内長野市立林業総合センター　大会議室
　（お車の方は、花の文化園宮の下駐車場をご利用ください）

（服装）
　実習・作業のできる服装と履物をご用意ください。

（申込み先）
　大阪府森林組合南河内支店
　☎ 0721-63-0850

前回の林業技術講習の様子


